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令和２年度 

児童・障害者相談センター相談実績(障害者相談分)の概要について 
 

本県では、障害者の福祉向上のため、７か所の児童・障害者相談センターにおいて、

身体障害者及び知的障害者に関する相談（名古屋市を除く。）に応じています。 

このたび、令和２年度の相談実績がまとまりましたので、お知らせします。 

 

 

 

１ 相談件数（延べ件数）について 

「相談件数」は14,274件（身体障害相談9,565件、知的障害相談4,709件）で、

前年度の16,466件に比べて2,192件の減少（-13.3％）となっています。 
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療育手帳

4,296 件
（91.2％）

生活

223 件
（ 4.7％）

職業

86 件
（1.8％）

その他

104 件
（2.2％）

知的障害相談

２ 身体障害相談について 

  相談件数は9,565件で、前年度の 

 11,853件に比べ2,288件減少（-19.3％）し 

 ています。 

  相談内容別では、障害者自立支援医療 

 （更生医療）を始めとした医療の相談や判 

 定等を行う「更生医療相談」が6,562件で 

 全体の68.6％を占め、車椅子などの相談 

 や給付の判定を行う「補装具相談」2,997 

 件（31.3％）の順となっています。 

 

３ 知的障害相談について 

相談件数は4,709件で、前年度の4,613 

件に比べ96件増加（＋2.1％）しています。 

相談内容別では、療育手帳の相談や判定

等を行う「療育手帳相談」が4,296件で全

体の 91.2％を占め、以下、家庭における

生活全般に関する相談の「生活相談」223

件（4.7％）、職業適性検査や相談に関す

る「職業相談」86 件（1.8％）の順となっ

ています。 

 

参考：児童・障害者相談センターについて 

 児童・障害者相談センターでは、身体障害者及び知的障害者の相談支援に関する業

務を行う他、身体障害者手帳の交付（名古屋市及び中核市を除く。）、自立支援医療

（更生医療）の要否判定（名古屋市を除く。）、補装具の要否判定（同）、18 歳以上の

知的障害者への療育手帳の判定・交付（同）などの業務を行っています。 

センター名 所在地 所  管 

 

中央児童・障害者相談センター 名古屋市 

中区 

一宮市、瀬戸市、春日井市、犬山市、江南

市、小牧市、稲沢市、尾張旭市、岩倉市、豊

明市、日進市、清須市、北名古屋市、長久手

市、東郷町、豊山町、大口町、扶桑町 

 海部児童・障害者相談センター 
津島市 

津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、

蟹江町、飛島村 

知多児童・障害者相談センター 

半田市 

半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、

阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊

町 

西三河児童・障害者相談センター 
岡崎市 

岡崎市、碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、 

知立市、高浜市、幸田町 

 豊田加茂児童・障害者相談センター 豊田市 豊田市、みよし市 

東三河児童・障害者相談センター 豊橋市 豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 

 新城設楽児童・障害者相談センター 新城市 新城市、設楽町、東栄町、豊根村 

※身体障害者手帳の交付、更生医療や補装具などの判定、療育手帳の判定・交付業務は、中央、西三

河及び東三河の３児童・障害者相談センターが所管 

※政令市・中核市の身体障害者手帳の交付・判定業務については、政令市、各中核市が所管 

更生医療

6,562 件
(68.6%)

補装具

2,997 件
(31.3%)

その他

6 件
(0.1%)

9,565件 

身体障害相談 

4,709件 


